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当法人の沿革
• 令和元年7月12日

一般社団法人ななお・なかのと
就労支援センターを設立。

• 令和3年10月1日

中能登町井田に、就労継続支援
（B型）事業所なにかとワーク、相
談支援事業所なんでもを設置。

• 令和4年10月1日

七尾市白馬町に、就労継続支援
（A型）事業所LABOを設置。
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ひきこもりの課題

• 15歳から39歳は54.1万人、40歳から64歳までは61.3万人。（内
閣府「令和元年度子供・若者白書 特集2長期化するひきこもり
の実態」）

↓

• 15歳から64歳までの年齢層の2％にあたる推計146万が、外出
をほとんどしない状態が長期間続くいわゆる「ひきこもり」と
発表。（内閣府調査2023.3.31報告）

⇒生活のしずらさを抱える方を支える活動をしたい。



地域の困りごと

• 七尾市中能登町の人口の減少、地域の高齢化による耕作放棄地
問題。荒れた田んぼ、山、放置された竹林。

• ほったらかしの竹林は、根の浅い竹の地下茎によって地盤が弱
くなり、土砂崩れなどを起こしたり、イノシシ等が食害や衝突、
掘り起し等により環境を破壊したり…。管理する人がいない…。

⇒地域の困りごとをひきこもり者や障害がある人が解消するお手
伝いをしながら、それを仕事とできないか？

また、整地された土地で農業をはじめ、それを観光農園とし、市
町の観光地として提供できないか。



竹林課題への対応

• 竹林の管理に困っている地域住民に声をかけ、
福祉事業所と連携し伐採を行う。

• 伐採した竹を、竹炭・竹チップ・竹肥料等、商
品として利活用する。

（メリット）

• 障害者等の新たな仕事が増える

• 地域住民も助かる

• 竹を利活用することで障害者等の収入も増える

• 障害者が地域を支えるモデルができる。

課題

障害者
の仕事

解決・
商品化
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年間実績（つばさ＋なんでも）※中能登町のみ

令和４年度 令和５年度 令和６年度

新規 25 21 15

相談者

(のべ人数)
52 148 119

訪問・同行

(のべ人数)
57 111 164

情報交換

(のべ人数)
36 48 37

居場所提供

(のべ人数)
24 0 236

終了者

(終了理由)
8 5 9



具体例



町福祉関係

相談支援
事業所

情報提供者

学校教育課

子育て・福祉・教育の連携強化と相談支援事業所の体制構築 ・・・中能登町・・・

中能登町の相談窓口
・健康保険課子育て支援室
・学校教育課
・長寿福祉課

民間の相談窓口
相談支援事業所
・（社福）つばさの会
・（一社）ななお・なかのと

就労支援センター

中能登町の小中学校
・小学校 ３校
・中学校 １校

１．実態把握・情報収集
ひきこもり情報の収集方法
〇直接相談
・ひきこもり・不登校の親から直接
〇間接相談
・介護サービス事業者
・ケアマネージャー
・訪問看護ステーション
・障害福祉サービス事業者
・相談支援専門員
・民生委員児童委員
・要保護児童対策地域協議会

令和３年度のひきこもり・不登校状況
・該当者：２９名（可能な範囲で把握）

傾向：１０代の不登校、４０代～６０代のひきこもりが多い
・相談窓口の周知：広報誌、チラシを全戸配布
・協力体制の確立：障害、介護、訪看各事業所へ協力依頼
・子育て支援室：①「ツナグ」を開設し、学童期・思春期の不登校の相談を実施

②不登校の子どもを抱える保護者同士のつどい場
③家庭の支援を実施

２．情報共有・ケース会議
〇情報提供者を交えて、関係課・民間支
援委託事業所（R4から）と情報共有と
ケース会議を開催（今後の対応策を検
討）

〇学校と学校教育課職員、相談支援事業
所による連絡会（定期的に会議、1回/
月）

３．支援

関係機関との
連携した支援
と協力体制の
確立

民間相談支援事業所へ業務委託から現在までのながれ

１．これまで、町職員が他の業務と掛持ちでひきこもり対
応を行っていた

２．令和３年度ひきこもりプラットホーム設置後の対応策
を検討(庁内横断的会議)

３．支援の優先順位として、実態把握の中より、優先的に
介入する対象者を選定(8050世帯など)

４．令和４年１月試験的に事業所へひきこもり・不登校児
宅への訪問（アプローチ）を依頼

５．発達障害からのひきこもり（５０代）や人間関係の不
安からのひきこもりとなるケースがみられる。

６．定期的な訪問によって、障害福祉サービスの就労支援
B型で、社会参加となった。

★委託から得たもの
・職員が、一人で相談のすべてを抱え込む必要がなくなった
・難しい案件は委託事業所に相談できるようになった
・信頼できる相談支援員の存在が大きい
・適切な情報収集を行い、情報共有・ケース会議に結びつけ
ることが行政の役割となる

★課題
・教育現場と、不登校児の対応についての信頼関係の構築
・スクールカウンセラー、ソーシャルワーカーと、情報共有
・高校での不登校生徒の取組み
・個々の条件にあった居場所づくりの確保
・就労支援の実施【相談できる体制づくり】 【ケース会議で知恵を出し合う】 【安心できる居場所つくり】 【家の中、外で緩やかな見守り】

相談支援



中学校の全生徒に配布したチラシ表



中学校の全生徒に配布したチラシ裏
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竹林の仕事
竹林整備





商品開発
能登の竹炭



利用者のイラスト。
地域の困りごとである、放置竹林を障害者等
が整備する事業を実施。切り出された竹から
竹炭をつくり、プロボノの力を借りながら商
品化。能登竹の環チャレンジのサイトも作成。



つながりの重要性 → 「復興のために私たちができること」

①行政・支援団体等との連携、被災地への支援

○直接支援 ○被災地での現地支援

もともとかかわっていた方への訪問 現地から求められることを、できることをやる

物資の配布 現地職員の応援（支援者支援）

避難所への訪問

手続きへの同行

担当市町以外へのつなぎ

住まいの場の確保

○会議への参加

行政・支援団体との連携や情報交換

生活のしずらさを抱える方の窓口の啓発

あらたなひきこもり者との出会い



復興のために私たちができること

②奥能登の商品の物販販売 ③被災地と福祉事業所の仕事の架け橋

（能登復興推進隊）



復興のために私たちができること

④被災者であり支援者の吐き出しの場 ⑤福祉避難所の整備

七尾市・中能登町の福祉避難所不足
→ 施設を改修し、令和7年3月10日に七尾市と協定

※中能登町にも行政と連携し、
令9年4月に設置予定



休眠預金活動を通して

• ひきこもり者を中心とした、生活のしずらさを抱える人たちと
出会うことができた。

• 中能登町とは継続して活動を続けていくことに。

• 地域の困りごとを、障害のある人やひきこもり者が解決するこ
とができる仕組みができた。

• 安定した自主財源としての商品の販路開拓ができた。竹炭以外
もこれから作成予定。

• たくさんの方とのかかわりができたことで、福祉しかわからな
い私たちの視野が広がった。



休眠預金活動をする前は…

• 商業的な知識がなかった（商品の値段設定も販路も…）

• 継続的な資金調達のしくみがない（職員の配置、活動のための
資金、機械の購入…。投資ができないため見通しがなかった）

• 福祉的なネットワーク以外の構築が難しかった。

⇒資金だけではなく、つながりが大事。新たな知識を得ることが
できた。



やりがいをうみ、自立を高める

• 当事者は仕事をすることで役割が生まれ、また収入を得ることでや
りがいが生まれる。

• 併せて、地域の困りごとを仕事にすることで地域住民が助かるだけ
ではなく、障害の啓発活動も行うことができ、障害における差別偏
見を解消させ、将来的には障害があっても住みやすい七尾市・中能
登町を作り上げることができる。

• さらに、障害者自身も、障害があっても求められていることを体感
しながら、その一方で地域住民と触れ合うことにより社会性を身に
着け、自身の生きる価値を高めていくことができる。

私たちとかかわる人たちが、その人らしいハッピーな生活を実
現できることを目指して。（当センター基本理念より）  
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